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９月の給食目標      正しい食べ方をしよう 

夏休み明けの生活リズムをととのえよう！ 

 夏休みが終わり，９月になってもまだまだ暑い日が続きます。毎日元気に過ごせるように，早寝

早起き，３食しっかり食べるなど，規則正しい生活を心がけましょう。 

 

生活リズムをととのえるためには，わたしたちの体にあ

る「体内時計」を，1 日２４時間の周期に合わせて，調整

することが大切です。調整するためには，朝日を浴びるこ

とと，朝食を食べることがよいといわれています。生活リ

ズムを整えて，元気に過ごしましょう。 

～９月１日は「防災の日」です～ 

～十五夜と十三夜 今年はいつ？～ 

 月見とは，十五夜と十三夜にだんごやススキを供えて，美しい月を眺めて楽しむ行事です。今年の

十五夜は９月１０日，十三夜は１０月８日です。 

 だんごやススキ，収穫した農作物をお供えするのは，その年の豊作に感謝と祈りをささげるため

といわれています。給食では，９月９日に図書コラボお月見献立を予定しています。 

 月見の時に供える月見だんごの形は，地域によって違い

ます。関東風は，お月さまのような丸い形をしています。

関西風は，両端をとがらせ，あんこが巻いてあります。秋

の夜空に浮かぶ美しい月と，月見だんごを楽しんでみませ

んか。 

関東風 関西風 

９月１日は「防災の日」です。また，この日を含む１週間（８月３０日～９月５日）は，防災週

間と定められています。 

家庭備蓄の食品の量は，１人最低３日～１週間×家族の人数が望ましいといわれています。水の

備蓄量は，１人当たり最低３日分の約９Ｌ（飲料水＋調理用水）が望ましいです。備蓄食品には，

災害時に使用する「非常食」と，日常的に使用しながら，災害時にも使用できる「日常食品」があ

ります。日常食品を多めにすると，常に一定量を備えることができます。この機会に家族で備蓄に

ついて話し合い，家にあるものを見直して災害に備えましょう。 

非常食の選び方 

・保存期間は３年以上のもの，期限を確認しやすいものを選びましょう。 

・ごみが少なくかさばらない，パウチタイプがおすすめです。 

・災害時はストレスで食欲不振になりがちなので，普段から食べ慣れている味付けのものを選びま

しょう。    ⇒ カップ麺やごはんもの，カレーなど 


